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21
国
補
橋
梁
第
２
ー
１
号
、

野
友
橋
地
盤
改
良
・
下
部
工

事
に
つ
い
て
５
月
15
日
に
一

般
競
争
入
札
が
行
わ
れ
、
１

億
９
千
５
万
円
で
落
札
さ
れ

ま
し
た
。�

�

今
回
の
改
修
工
事
に
つ

い
て
、
橋
の
長
さ
と
幅

は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
。�

���������� �
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平
成
21
年
度
補
正
予
算 

�

◎
平
成
21
年
度 

鉾
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算 

（
第
１
号
）�

� 

条
例
・
規
則
の
一
部
改
正
等
（
３
件
） 

�

●
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て�

　
　
鉾
田
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

●
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て�

　
　
鉾
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

●
鉾
田
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

� 

そ
の
他 

�

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

� 

討
論
（
反
対
と
賛
成
の
討
論
が
あ
っ
た
議
案
） 

�

　
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て�

　
　
鉾
田
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

　
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て�

　
　
鉾
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

　
鉾
田
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

  
�

��� 

平
成
21
年
度
補
正
予
算
（
10
件
） 

�

◎
平
成
21
年
度 

鉾
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算 

（
第
２
号
）�

◎
平
成
21
年
度 

鉾
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算�

　
　 

（
第
１
号
）�

◎
平
成
21
年
度 

鉾
田
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
１
号
）�

◎
平
成
21
年
度 

鉾
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算�

 

（
第
１
号
）�

◎
平
成
21
年
度 
鉾
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
１
号
）�

◎
平
成
1
年
度

鉾
田
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

◎
全
員
賛
成
　�

●
賛
成
多
数
　�

●
賛
成
少
数�

見 

本�

�

��������

　
鉾
田
市
商
工
会
が
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
を
行

い
地
域
活
性
化
及
び
緊
急
経

済
対
策
を
図
り
ま
す
。�
�

商
品
券
の
周
知
と
そ
の

期
限
に
つ
い
て
は
。�

商
工
会
で
は
会
報
・
H
P
・

新
聞
・
チ
ラ
シ
等
、
市

で
も
広
報
等
で
周
知
を
図
り

ま
す
。
使
用
期
限
に
つ
い
て

は
６
月
22
日
か
ら
12
月
31
日

と
な
り
ま
す
。�

��

�����

道
路
の
長
さ
が
5
8
0
m
、

橋
の
長
さ
が
41
・
5
m
、

道
路
規
格
に
つ
い
て
は
幅�

9
・
5
m
、
２
車
線
道
で
車
道

幅
5
・
5
m
、
歩
道
幅
2
・
5
m

の
構
造
と
な
り
ま
す
。�

����

　
5
月
１
日
の
人
事
院
の
臨

時
勧
告
に
基
づ
き
6
月
期
に

お
け
る
期
末
手
当
が
約
１
割

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。�

�

6
月
に
前
倒
し
し
て
人

事
院
の
勧
告
が
な
さ
れ

た
理
由
は
。�

民
間
企
業
の
夏
期
ボ
ー

ナ
ス
、
手
当
て
が
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
状
況
に
鑑

み
、
12
月
の
１
回
の
減
額
で

は
影
響
額
が�

大
変
大
き
い�

た
め
、
６
月�

に
暫
定
的
に�

引
き
下
げ
を�

実
施
す
る
も�

の
で
す
。�

�� �

野友橋撤去後�



�

◎
平
成
21
年
度 

鉾
田
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算 

�

 
 

（
第
１
号
）�

◎
平
成
21
年
度 

鉾
田
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算�

　
　 

　
　  

（
第
１
号
）�

◎
平
成
21
年
度 

鉾
田
市
旭
区
域
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）�

◎
平
成
21
年
度 

鉾
田
市
鉾
田
区
域
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算�

　
　 

　
　  

（
第
１
号
）�

◎
平
成
21
年
度 

鉾
田
市
大
洋
区
域
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算�

 

　
　
　
　  

（
第
１
号
）�

� 

条
例
・
規
則
の
一
部
改
正
等
（
２
件
） 

�

◎
鉾
田
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

◎
鉾
田
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

� 

そ
の
他
（
３
件
） 

�

◎
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て�

◎
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て�

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
大
洋
中
学
校
屋
内
運
動
場
改

築
工
事
）�

� 

報
　
告
（
６
件
） 

�

・
平
成
20
年
度 

鉾
田
市
一
般
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

に
つ
い
て�

・
平
成
20
年
度 

鉾
田
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て�

・
鉾
田
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て�

・
財
団
法
人
鉾
田
健
康
ふ
れ
あ
い
財
団
の
経
営
状
況
に
つ
い
て�

・
財
団
法
人
大
洋
健
康
づ
く
り
財
団
の
経
営
状
況
に
つ
い
て�

・
平
成
20
年
度 

鉾
田
市
情
報
公
開
実
施
状
況
に
つ
い
て�

� 

請
　
願 

�

◎
市
道
8-

3
5
9
号
線 

道
路
拡
幅
に
関
す
る
請
願
書�

●
介
護
保
険
に
関
す
る
請
願
書�

� 

意
見
書 

�

◎
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
関
す
る
意
見
書�

◎
肝
炎
対
策
の
た
め
の
基
本
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書�

� 
討
論
（
反
対
と
賛
成
の
討
論
が
あ
っ
た
議
案
） 

�
　
介
護
保
険
に
関
す
る
請
願
書�

�������������

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
と
し
て
、
緊
急
対
策
事
業

３
５
６
万
９
千
円
の
補
正
予

算
を
計
上
し
ま
す
。�

�

マ
ス
ク
な
ど
の
医
療
材

料
品
の
購
入
に
あ
た
り

ど
の
く
ら
い
の
量
を
、
何
日

分
購
入
す
る
予
定
か
。�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
期
が
２
カ
月
と
い
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
基
準
に
し

て
、
庁
舎
に
来
庁
さ
れ
る
お

客
様
と
職
員
分
の
マ
ス
ク
を

総
数
２
万
９
９
４
０
枚
購
入

す
る
予
定
で
す
。�

����� ��

�������

　
松
く
い
虫
防
除
事
業
に�

１
７
９
万
９
千
円
の
補
正
予

算
を
計
上
し
ま
す
。�

�

追
加
補
正
し
た
理
由
と
、

契
約
の
方
法
は
。�

面
積
の
増
加
及
び
単
価

の
上
昇
に
伴
い
補
正
予

算
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、

契
約
に
つ
い
て
は
入
札
を
行

う
予
定
で
す
。�

������������ ��

�������

　
消
費
者
相
談
業
務
の
充
実

を
図
る
た
め
、
人
員
を
１
名

増
員
し
ま
す
。�

�

相
談
件
数
の
増
加
の
状

況
は
。
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
方
を
採
用
す
る
の
か
。�

１
月
３
件
、
２
月
11
件
、

３
月
７
件
、
４
月
か
ら

は
30
件
と
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
県
の
消
費
者
セ
ン
タ

ー
が
行
う
講
座
を
受
講
さ
れ

た
方
な
ど
の
有
資
格
者
を
採

用
す
る
予
定
で
す
。�

��



政
府
は
、
21
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
を
国
会
に
提
出
し
、
５

月
29
日
の
国
会
で
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

戦
後
最
悪
と
言
わ
れ
る
経
済
危
機
か

ら
抜
け
出
す
た
め
の
骨
太
の
補
正
で
、

過
去
最
大
の
総
額
13
兆
９
２
５
６
億

円
の
補
正
予
算
で
す
。
こ
れ
ら
が
有

効
に
実
行
さ
れ
、
早
期
に
経
済
活
動

が
活
発
に
な
り
、
景
気
や
雇
用
の
回

復
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

そ
の
補
正
予
算
の
う
ち
経
済
危
機
対

策
関
係
費
で
い
ろ
い
ろ
な
対
策
経
費

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中

に
地
方
公
共
団
体
へ
の
配
慮
と
し
て
、

地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時

交
付
金
約
１
兆
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
か
と
思
い
ま
す
。
鉾
田
市
に
は
ど

の
く
ら
い
交
付
さ
れ
る
の
か
。�

【
総
務
部
長
】こ
の
交
付
金
は
地

方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
地
球

温
暖
化
対
策
・
少
子
高
齢
化
社
会
へ

の
対
応
・
安
心
安
全
の
実
現
等
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
、
き
め
細
や
か

な
事
業
を
積
極
的
に
展
開
で
き
る
よ

う
創
設
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
本
市
に
対
す

る
交
付
限
度
額
は
約
４
億
５
千
万
円

の
予
定
で
す
。�

４
億
５
千
万
円
交
付
さ
れ
る
な

ら
、
例
え
ば
農
業
体
験
や
ト

マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の
飲
食
が
で
き
る
よ

う
な
巨
大
な
ド
ー
ム
型
の
ハ
ウ
ス
等

を
つ
く
り
、
市
民
の
方
が
交
付
金
の

使
い
道
が
分
か
り
や
す
い
事
業
を
展

開
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま

す
。�

【
市
長
】今
後
検
討
す
る
価
値
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。�

（
１
）
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て�

（
１
）
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て�

（
２
）
ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
つ
い
て�

（
３
）
空
き
店
舗
活
用
法
に
つ
い
て�

（
４
）
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に
つ
い
て�

（
５
）
中
居
運
動
場
に
つ
い
て�

（
１
）
介
護
者
支
援
に
つ
い
て�

（
２
）
市
広
報
へ
の
広
告
等
の
掲
載
に
つ
い
て�

（
３
）
市
有
地
の
管
理
に
つ
い
て�

（
４
）
市
長
の
４
年
間
の
成
果
に
つ
い
て�

（
５
）
コ
イ
養
殖
と
シ
ジ
ミ
等
の
水
産
問
題
に
つ
い
て�

（
１
）
副
市
長
の
就
任
に
つ
い
て�

（
２
）
体
育
施
設
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て�

（
３
）
叙
勲
に
つ
い
て�

（
１
）
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て�

（
２
）
請
願
に
よ
る
道
路
整
備
に
つ
い
て�

（
１
）
鉾
田
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
開
設
に
つ
い
て�

（
２
）
鉾
田
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
振
興
協
議
会
の
活
動
に
つ
い
て�

（
３
）
農
生
産
物
並
び
に
農
地
有
効
利
用
支
援
に
つ
い
て�

（
１
）
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
つ
い
て�

（
２
）
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て�

（
３
）
難
病
対
策
に
つ
い
て�

（
４
）
ミ
ツ
バ
チ
不
足
に
つ
い
て�

（
５
）
農
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て�

（
１
）
市
道
65
号
線
拡
幅
工
事
の
や
り
直
し
に
つ
い
て�

（
２
）
生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て�

（
３
）
生
活
困
窮
の
父
子
家
庭
支
援
に
つ
い
て�

（
４
）
市
役
所
職
員
の
対
応
に
つ
い
て�

（
１
）
就
農
支
援
に
つ
い
て�

（
２
）
旬
菜
館
に
つ
い
て�

（
３
）
不
法
投
棄
の
問
題
に
つ
い
て�

（
４
）
道
路
の
問
題
に
つ
い
て�

（
１
）
農
業
振
興
と
耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て�

（
２
）
保
育
園
の
待
機
児
童
に
つ
い
て�

（
３
）
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て�

（
４
）
契
約
に
つ
い
て�

（
５
）
消
防
機
庫
等
の
設
置
に
あ
た
り
住
民
負
担
解
消
に
つ
い
て�

（
６
）
旭
ス
ポ
セ
ン
・
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ン
ド
の
使
用
に
つ
い
て�

（
７
）
老
人
ク
ラ
ブ
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
等�

　
　
　
に
つ
い
て�

（
１
）
生
活
保
護
世
帯
に
お
け
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
切
り
替
え
に
対�

　
　
　
す
る
支
援
に
つ
い
て�

（
２
）
県
道
２
４
２
号
線
上
幡
木
・
飯
島
間
の
交
差
点
、
信
号
機
設
置�

　
　
　
に
つ
い
て�

（
１
）
家
族
介
護
支
援
事
業
に
つ
い
て�



在宅で介護等をしている方の人数はどの程度いるのか。介護者に

対する支援等についてはどのように取り組んでいるのか。また、

ある自治体では年に一度公費負担で、介護者が介護から離れてゆっくりと

できるような施策をしているとのことでありますが、これらの対策に取り

組んではいかがか。�

【健康福祉部長】寝たきりの高齢者数の調査は行っていませんが、介護保

険制度の認定状況から言うと、寝たきりの状態になっている可能性とし

て高いのは、要介護４・５と認定された481名と思われます。このうち施設に

入所者が262名。残る219名のうち訪問サービスを利用している方が151名、

通所サービス利用者が111名。また、一時的に施設に入所できる短期入所生活

介護があり、このサービスは、利用者の心身の機能維持と家族の身体的精神的

負担の軽減を図るもので、47名の方がこの制度を利用されています。このよ

うに介護者及び被介護者に対する各種支援制度があり、さらに介護者の方々の

経済的負担をできるだけ軽減する施策として、介護慰労金支給事業や介護用品

支給事業があります。両事業とも介護者の経済的な負担はある程度軽減できる

ものと考えています。�

　そのほか介護者の介護方法の習得や情報交換と介護者同士の交流を図る場と

して、家族介護教室を市内４事業所に委託して行っています。�

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

変
異
に
よ
り
、
豚
か
ら
人
に

感
染
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

人
間
は
、
こ
う
し
た
新
型
ウ
イ
ル
ス

に
対
す
る
免
疫
力
を
持
っ
て
い
な
い

た
め
に
感
染
し
や
す
く
、
人
か
ら
人

へ
の
感
染
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
に
対
応
す

る
対
策
行
動
計
画
や
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
、
県
内
44
市
町
村
の
う
ち
12
市

町
村
が
策
定
済
み
と
い
う
中
、
本
市

も
い
ち
早
く
対
策
行
動
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
が
、
そ
の
対
策
と
は
。�

【
健
康
福
祉
部
長
】
今
回
の
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
海

外
で
発
生
し
、
４
月
27
日
W
H
O
世

界
保
健
機
構
が
フ
ェ
ー
ズ
４
を
宣
言

し
た
の
を
受
け
て
、
28
日
厚
生
労
働

省
か
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
海
外

発
生
の
宣
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。�

　
市
で
は
、
４
月
30
日
に
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
を
緊
急

措
置
的
に
策
定
し
、
対
策
本
部
を
設

立
、
同
日
対
策
本
部
会
議
を
開
催
し
、

防
災
行
政
無
線
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及

び
チ
ラ
シ
に
よ
る
市
民
へ
の
情
報
提

供
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
の
電

話
相
談
の
対
策
方
法
等
を
協
議
し
ま

し
た
。
ま
た
、
５
月
16
日
の
国
内
発

生
に
よ
り
、
本
市
も
５
月
18
日
に
２

回
目
の
対
策
本
部
会
議
を
、
翌
19
日

に
健
康
危
機
管
理
部
会
議
を
開
催
し
、

行
動
計
画
に
基
づ
く
対
策
の
確
認
、

防
災
行
政
無
線
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及

び
チ
ラ
シ
、
広
報
へ
の
掲
載
に
よ
る

市
民
へ
の
情
報
提
供
、
各
課
等
に
お

け
る
対
応
策
の
検
討
、
学
校
行
事
等

の
対
応
、
職
員
の
予
防
対
策
等
に
つ

い
て
協
議
を
し
ま
し
た
。
今
後
、
国

や
茨
城
県
の
動
向
も
見
な
が
ら
、
行

動
計
画
に
基
づ
き
、
発
生
状
況
の
各

段
階
に
お
い
て
、
現
状
に
即
し
た
対

応
策
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い�

と
思
い
ま
す
。�



請
願
を
受
け
、
議
会
も
採
択

さ
れ
て
い
る
の
に
着
工
さ
れ

て
い
な
い
道
路
が
20
数
件
あ
る
よ
う

で
す
が
、
地
権
者
の
中
に
は
賛
成
し

た
が
、
実
際
に
設
計
図
を
見
た
り
、

土
地
に
杭
を
落
と
し
て
み
る
と
、
話

が
違
う
と
反
対
す
る
方
が
少
な
く
な

い
と
伺
い
ま
す
。
道
路
が
よ
く
な
る

と
い
う
総
論
で
は
賛
成
な
の
で
す
が
、

各
論
で
は
反
対
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
よ
う
な
反
対
者
が
あ
っ

た
場
合
は
、
説
得
は
し
な
い
で
後
回

し
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
設
計
の
段

階
で
地
権
者
の
意
見
を
聞
い
た
り
説

得
や
調
整
は
し
な
い
の
か
。�

【
建
設
部
長
】議
会
で
採
択
さ

れ
た
請
願
は
、
基
本
的
に
は

地
権
者
の
協
力
が
得
ら
れ
る
と
の
判

断
上
、
道
路
整
備
を
計

画
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

し
か
し
、

道
路
整�

備
に�

当
た
っ
て
は
、
地
権
者
を
対
象
と
し

た
地
区
説
明
会
等
で
線
形
の
説
明
を

し
た
と
き
に
、
説
明
内
容
に
よ
り
反

対
さ
れ
る
地
権
者
が
若
干
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
地
権
者
の
協

力
を
得
る
た
め
、
道
路
整
備
が
遅
れ

る
こ
と
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
地
権
者
説
明
会
で
は
道
路
線
形
等

を
地
権
者
に
説
明
し
ま
す
。
そ
の
際
、

地
権
者
か
ら
の
意
見
等
が
あ
る
場
合

は
で
き
る
範
囲
で
調
整
を
し
て
い
ま

す
。�

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
形
の
高
低
等

を
考
慮
し
な
が
ら
変
更
し
て
い
く
と
、

結
局
全
体
計
画
の
見
直
し
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
、
な
か
な
か
難
し
い
状

況
で
す
。�

�

体育施設の貸し出しについては、体育協会・各種団体・子供たちをはじめ市民の体力増

強・健康増進の大きな源の場として提供されています。市内の使用者や市外の方々も学

生の合宿など使用されているようでありますが、この貸し出しはどのように行われているの

か。また、各施設の窓口が一本化されていないことにより貸し出し手続きに多少の相違があ

るのか。�

【教育部長】利用許可申請は、体育施設の利用日30日前から申請を受け付けすることが

できるものとなっています。規則どおり１カ月前から予約を受け付け、貸し出しを行っ

ています。ただし、１カ月前からの予約が原則ですが、体育協会・各学校ＰＴＡ等が翌年度

において主催計画する事業については、年末に報告をいただき、年間の予定を入れて貸し出�

しをしています。�

　 ボランティア団体の借用について、旧町村時代はスムーズに行っていた

と聞いていますが、現在の規則ですと、団体が２カ月前に借用の申請を

しても、個人扱いになるので１カ月前でなければ許可できないのか伺います。�

【教育部長】当然大会を主催するに当たりましては、準備期間が必要

だろうということも踏まえまして、今後協議していきたいと考えて

います。�

�



６
月
５
日
に
開
所
し
た
鉾
田

市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
は
地

元
の
農
作
物
の
信
頼
性
を
高
め
る
施

設
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
振
興
セ
ン

タ
ー
の
活
動
内
容
、
ま
た
そ
の
運
営

協
議
会
の
選
定
基
準
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。�【

産
業
経
済
部
長
】当
セ
ン
タ
ー

の
活
動
内
容
は
安
全
・
安
心

な
農
産
物
生
産
を
支
援
す
る
観
点
か

ら
、
農
産
物
の
残
留
農
薬
の
検
査
や

土
壌
検
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

生
産
履
歴
記
帳
の
普
及
推
進
、
農
薬

登
録
情
報
並
び
に
病
害
虫
情
報
の
提

供
な
ど
を
含
め
て
営
農
指
導
業
務
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
協
議
会
員
の

選
定
基
準
に
つ
い
て
は
、
幅
広
い
分

野
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
、
認
定
農

業
者
、
女
性
農
業
士
、
青
年
経
営
士
、

任
意
組
合
の
方
等
に
お
願
い
し
ま
し

た
。�

基
幹
産
業
の
農
業
を
は
じ
め
、

商
工
の
連
携
を
含
め
た
、
鉾

田
の
イ
メ
ー
ジ
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
施

策
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
は
。�

【
市
長
】
市

民
が
鉾
田
市
に

対
し
て
自
信
と
誇

り
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
も
今
取
り
組
ん
で
い
る
各
種
の
施

策
を
総
合
的
に
進
め
、
そ
の
成
果
に

つ
い
て
は
す
こ
し
づ
つ
で
は
あ
る
が
、

努
力
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。�

18年６月から新築住宅は火災警報器の設置が義務づけられ、既存の住

宅については、各自治体が条例で義務化するように定められています�

が、制度自体が住民に十分浸透していないため、なかなか進みません。高齢者

や障害者などが火災から逃げ遅れて被害に遭わないように、住宅用火災警報器設置

の助成を行って、さらに警報器設置の促進を図るべきだと思いますが、市の考えを伺い

ます。�

【総務部長】現時点では、助成の予定はありません。高齢者世帯の方々等につきましては、

福祉サイドで対応をしていますので、この制度をご活用願いたいと考えています。今後

も周知普及促進に努めていきたいと思います。�

福祉サイドで、一部の該当者に無料設置を５月から実施はされているということですが。

財政難なのは分かりますが、消防法で定められている以上、市で設置を促していくこと

は非常に大切なことだと思います。市長の考えを伺います。�

【市長】これまでは福祉施策の部分でやってきましたが、消防法の改正もあったので、今

後、調査・検討していきたいと思います。�

農業振興センター（旧旭保健センター）�



北中学校～北幼稚園間の道路拡幅工事について調査したところ、約300ｍ

をはがしてやり直しをし、設計図面と合わないので余計に用地買収をした

と。やり直し工事もひどく、その施工業者が次の指名工事にも入っている点、

市建設部の検査及び指導体制など、課題が残され、市として専門職の採用、請

負業者の優良保証制度などの導入で、よりよい入札制度の確立などが急務であ

ると考えます。工事の詳細と、今後入札審査会等でどのように決着をつけるの

か伺います。�

【建設部長】市道65号線は、19・20年と工事しており、やり直しの工事は、

19年度分の２工区です。この工事は、百里飛行場関連公共施設整備事業

です。�

　やり直し原因は、この路線は旧道敷にＮＴＴの光ケーブルが布設してあり、

光ケーブルを避けながらの工事でしたので、Ｕ字溝については曲げざるを得な

いという箇所が出てきました。設計とのずれが生じた原因については、当初、

請負業者との事業説明の中で、中心線及び境界測量等の測量座標等を渡して、

その中で現地調査をし、確認をして工事に入る指示がありましたが、確認作業

が不十分であったと考えられます。�

　部内の監督員体制の全体的な見直し等に努めて、体制をさらに整えてい

きたいと考えています。また、入札審査会での対応は、今後、工事完了

後に具体的に検討されるものと考えます。�

さ
ん
て
旬
菜

館
は
国
の
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
と
し
て
立

ち
上
げ
、
９
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

朝
市
や
メ
ロ
ン
祭
り
、
秋
の
収
穫
祭

等
、
年
間
26
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
お
り
、
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
施
設
と
し

て
農
業
発
展
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
会
員
102
名
、
平
均
年
齢
は
62

歳
で
役
員
は
無
報
酬
で
や
っ
て
い
ま

す
。
建
物
や
そ
の
他
施
設
の
傷
み
も

出
始
め
る
こ
ろ
な
の
で
、
今
後
の
運

営
支
援
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。�

【
産
業
経
済
部
長
】
さ
ん
て
旬

菜
館
は
、
12
年
に
オ
ー
プ
ン

し
た
施
設
で
す
。
現
在
、
市
で
は
光

熱
費
、
委
託
と
し
て
浄
化
槽
の
管
理

や
修
繕
、
ま
た
備
品
や
看
板
の
修
繕
、

直
売
所
の
運
営
の
基
盤
と
な
る
施
設

管
理
の
支
援
、
さ
ら
に
は
Ｐ
Ｒ
効
果

の
高
い
イ
ベ
ン
ト
の
協
賛
、
開
催
チ

ラ
シ
、
新
聞
折
り
込
み
代
な
ど
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
市
内
外
の
お
客
様

に
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
今
後
も
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

�

さんて旬菜館�



上幡木・飯島間の交差点�

昨年の議会でも質問しましたが、県道242号線上の上幡木・飯島間

の交差点は、交通量が増えていると共に、変則的で見通しが悪く、

人身・物損事故が多発しています。行政が地権者の協力のもとに拡幅し、

歩道をつけ、変則的な交差点を直して、警察署の交通課に申請すれば、信号

機設置に前向きに対応してくれると思いますが、昨年からの経過を伺います。�

【建設部長】鉾田土木事務所に確認したところ、信号機設置の工事、道路改

良部分については、鉾田署との協議の上、道路沿いの県有地を活用すれば、

何とか設置可能ということ

でした。しかし信号機設置

に向けた予算については、

警察署の交通課の予算獲得

が必要となるので、今後も

信号機設置に向けた要望等を、

引き続き行っていきたいと

考えています。�

消
防
団
員
の
方
々
は
、
市
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
崇
高

な
消
防
精
神
に
基
づ
い
て
日
夜
努
力

さ
れ
、
地
域
経
済
の
中
で
も
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

消
防
機
庫
・
詰
所
な
ど
の
設
置
費
用

に
関
し
て
は
、
そ
の
費
用
の
約
半
分

が
住
民
の
方
へ
の
寄
付
協
力
要
請
に

よ
り
捻
出
さ
れ
て
お
り
、
地
区
住
民

の
負
担
は
と
て
も
重
き
も
の
で
あ
り

ま
す
。
鹿
行
地
域
及
び
県
内
で
の
住

民
負
担
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

速
や
か
に
住
民
負
担
解
消
に
踏
み
切

る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
市
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。�

【
総
務
部
長
】
鹿
行
管
内
に
つ

い
て
は
、
当
市
と
ほ
ぼ
同
様

な
制
度
の
自
治
体
、
全
額
負
担
し
て

い
る
自
治
体
等
、
扱
い
は
様
々
で
す
。

県
内
に
つ
い
て
は
、
現
在
調
査
中
で

す
。
消
防
は
大
変
長
い
歴
史
が
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
課
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
課
題
協
議
と
あ
わ
せ
た
中
で
、

段
階
的
に
解
消
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。�

市
民
か
ら
は
、
な
ぜ
消
防
に

要
す
る
費
用
を
行
政
が
負
担

し
て
く
れ
な
い
の
か
と
の
声
が
出
て

い
ま
す
。
古
い
消
防
機
庫
の
取
り
壊

し
に
つ
い
て
は
、
全
額
地
元
負
担
に

な
っ
て
し
ま
う
と
聞
き
ま
し
た
。
全

く
補
助
金
が
出
な
い
の
は
ひ
ど
い
話

だ
と
思
い
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。�

【
総
務
部
長
】
機
庫
の
取
り
壊

し
に
つ
い
て
は
、
市
の
補
助

要
綱
で
対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。

機
庫
の
補
助
対
象
は
建
設
と
修
繕
の

み
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
取
り
壊

し
の
補
助
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。�



�

家族介護慰労金支給事業の支給要件について、鉾田市高齢者福祉計画第４

期介護保険事業計画の中で見直しを検討すると述べていますが、その具体

的な内容について伺います。�

【健康福祉部長】この事業は在宅高齢者を介護している方に、介護慰労金を

支給して、ご労苦に報いるとともに、扶養意識の高揚と高齢者福祉の増進

を図ることを目的としているもので、慰労金は、１件につき10万円になってい

ます。支給要件は、介護者及び被介護者とも、支給年度の９月30日を末日とす

る過去１年間継続して住民基本台帳または外国人登録原票に記載または登録さ

れていること。また、いずれも市民税非課税世帯に属し、前年度及び前々年度

の介護保険料を完納していること。介護者が継続して同一の被介護者を介護し

ていること。介護者が業として被介護者を介護した期間がないこと。介護者が

要介護認定を受けていないこと。被介護者が65歳以上でかつ要介護４以上と認

定された者及びこれに相当すると判定をされた者であること。被介護者が常に

要介護４以上またはこれに相当する状態であること。被介護者が介護者の配

偶者または三親等以内の血族もしくは姻族であること。被介護者が入院し

たことがある場合は入院合計日数が30日未満であること。被介護者が介

護保険のサービスを利用していないことです。�

・13日�

・15日�

・25日�

・27日�

・３日�

・９日～18日�

・11日�

・12日�

・15日�

・16日�

・17日�

・18日�

・21日�

・１日～２日�

・16日�

・16日�

・17日�

・21日�

・24日�

・27日�

議会広報編集委員会�

正副議長・正副委員長会議�

平成21年第１回臨時会�

全国市議会議長会定期総会（東京都千代田区）�

議会運営委員会�

平成21年第２回定例会�

全員協議会（日本原子力研究開発機構事業計画説明）�

議会広報編集委員会�

総務企画常任委員会�

厚生文教常任委員会�

経済建設常任委員会�

茨城空港利活用に関する調査特別委員会�

鉾田市議会報告会�

茨城県市議会議長会視察研修会（群馬県前橋市）�

正副議長・委員長会議�

原子力施設の安全に関する調査特別委員会�

議会広報編集委員会�

平成21年第２回臨時会�

県東市議会議長会定例会（行方市）�

行方・鉾田・小美玉市議会茨城空港関係委員会合同研修会�

�

・
原
子
力
施
設
の
安
全
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
委
員
長
に
江
沼
久
男
議
員
が
就
任
。(

７
／
16 )



◎
平
成
1
年
度

鉾
田
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

�

　
本
市
議
会
で
は
、

平
成
19
年
12
月
21
日

に
「
鉾
田
市
議
会
基

本
条
例
」
を
制
定
し
、

そ
の
第
５
条
で
「
議

会
は
、
市
民
に
対
し

積
極
的
に
そ
の
有
す

る
情
報
を
発
信
し
、

説
明
責
任
を
十
分
に

果
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
」
と
明
文

化
し
て
い
ま
す
。�

　
議
会
や
委
員
会
活

動
の
状
況
を
、
市
区

長
会
の
皆
様
に
直
接

報
告
・
説
明
し
、
市

政
に
対
す
る
情
報
の

提
供
に
努
め
、
さ
ら

に
議
会
活
動
に
対
す

る
批
判
や
意
見
あ
る

い
は
市
政
に
対
す
る

提
言
な
ど
を
直
接
聴

取
す
る
機
会
と
し
、

議
会
報
告
会
を
開
催

し
ま
し
た
。�

　
去
る
、
６
月
21
日
（
日
）
議
会
に
と
っ
て
初
め
て
の
試
み
と
な
る�

『
議
会
報
告
会
』
を
区
長
会
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。�

開
催
趣
意�




